











だん の 鞍団 野
工 字 博 士
弟 5 380 下E37 
氏名・(本籍)
学位の種類
学位授与の日付 昭和 56 年 6 月 29 日





























第 8 章では， 3 ロール方式を用い，材料の盛り上げを併用した段付き軸の成形を試みている。盛り
上がり変形に及ぼす諸因子の影響を定量的に明らかにし，最大25%程度の直径増加を実現し得る方法
を提示している。




















(5) 3 ロール式における転造品の材料流れは 2 ロール式の場合と定性的には類似しているが，軸直
角断面内におけるせん断変形が中心部にほとんど生じることなく，半径方向圧縮応力場となるた
め，中心破壊の危険性がないことを確認した。
(6) 以上の研究結果を自動車用の段付き軸部品の成形に応用して良好な結果を得るとともに新しい
傾斜軸式の連続クロスロール加工法を開発した。
以上の研究成果は金属塑性加工学の進歩ならびに工業上寄与するところが大きい。よって，本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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